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収
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日
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一
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鎌
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鎌
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。
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岱
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滋
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起
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西
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進
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岸
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よ
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菊
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蓬
莱
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程
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十
五
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分
を
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て
居
り
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す
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其
内
鐸
ー

1
府
が
域
近
瀾
介
し
1

0
を
見
ま
す
と
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迂

必
五
l
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五
十
入
甲
の
内
、
被
＊
＇
両
憩
為
六
千
四
百
七

の
筍

期
作
は
全
島
的
に
未
竹
付
の
大
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中
＂
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受
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し
こ
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居
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今
年
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十
五
年
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又
大

期
作
憂
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地
方
に
約
四
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百
l
p
歩
、三
、四
割
の
被
平
＂盈
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に
召
生
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ま
し
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に
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正
元
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第

期
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方
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中
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又
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録
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又
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＂
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憂
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、
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知
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損
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．
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損
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潤
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損
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損
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＂
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冷
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↑
場
合

ミ
ナ

っ
テ
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1
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ヒ
エ冷
イ
モ

チ

オ・ヤ桔

＂ 

ー
し
た
便
宜
上

の
名
稽
で
あ
っ

て
、
病
原
菌
は
何
れ

の
場
合
で
も
同
じ
で

モ

陸
桁
に
登
生
し
た
場
合

水
日

に
登
生
し
ー
凸
合

モ
チ

肥
料
を
多
く
施
し
た
時
に
登
生
し
ー
場
合

チ

籾
を
佼
し
た
場
合

節

イ
モ
チ

ー

飾
セ
佼
し
↑
場
合

竹

穂
打
を
佼
し
た
場
合
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果

モ
チ

薬
に
数
生
し

場
合

背

モ
チ

市
代
に
禄
生
し
↑
場
合

又
桁

ィ
モ
チ
瓶
に
ー
左
の
如
き
判
名
が

す
。

ー
必
f

ー
イ

モ
チ
舟
J
い
（
な
ー
れ
ば
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ら
な
い
こ
と
に
な
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ま
す
。

ン

カ

キ

U

モ
チ
瓶
、
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ヒ
キ
．ヒ

じ

モ
チ
瓶
、

明
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に

、
且
行
イ
モ

チ
瓶
出
｝
関
係
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畑ヽ
別
途

粕
の

イ
：
ぷ
ぎ
J
ほ
別
す
る
必
要
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じ
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末
た
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れ
で
和
の
場
合
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仇
セ
登
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又
私
迅
四
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氏
）
J
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別
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0
植
物

呼
耕
と
し
て
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層
メ
ヒ
ジ
＾
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モ
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菌
セ
接
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と
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椿
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椿
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葉
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虫
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0
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。

例
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瓜

燕
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病
セ
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瓜
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モ
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又
白
卜
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太
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熱
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ゐ
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損
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四
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叡
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熱
病
の
語
原
は
詳
か
で
な
い
が
、

ベ

ィ
こ
と
を
モ

ープ
J
V
と
い
ふ
所
が
あ
る
故
に
行
熱
セ

イ
モ
チ
と
讀
む
。
と

栢
即
ち
イ
ネ
ー

つ
め
て
言
ふ
と
イ
と
な
る
。
内
卯

ネ
ッ
こ
れ

ば
桁
が
此
病
害
に
佼
さ
れ
る
と
燒
焦
け
↑
様
に
枯
れ
る
か
ら

堀
正
太
郎
博
士
ー

,,.̂ 
11 1 

如
き
説
が
あ
り
ま
す
。

四

病

名

数
字
:1J
な
り
よ
す
。
猜
径
来
種
く
子
も
栽
焙
し
て
屈
る
現
況
か

ら
す
る

竺

府

大

な

る
数
字
に
な
る
忍
i
ひ
ま
す
。

第
二
期
作

期
作
の
五
分

見
て
も
桁

イ
モ
チ
病
に
よ
る
平

0
損
失
は
七
百
萬
雌
と
な
り
驚
く
べ
き

拾
六
泌
閥
と
い
ム
大
損
失
セ
滋
り
つ
ヽ
め
る
事

に
な

り
ま

°
即
ち
約
三
萬
甲
歩
許
り
セ
只
捨
一し
＼
居
る
こ
と
に
な
り
ま

゜

こ
れ
ー
第

一
期
作
水
竹
セ
全
部
姿

計
算
で
あ
り
ま

が
、
第

一
期
作
丈
け
で
女
米
三
十
三
函
六
千
石
、
五
百
入

ノヽ臼
ヱ
米
の
叡
械
は
遷
病
f
ろ
し

1
0
 



一三

て
末
て
遂
に
葉
が
枯
れ
る
こ
と
に
な

。
又
育
．
h
多
藪
生
じ
f

t
の
は
早
く
枯
加
し
、
和
が
生
市
せ
す
遂
に
は
株
切
れ
を
し
エ

と
，
紺
瑾
ー

ri
次
に
大
形
且
紡
姪
形

り
、
周
悧
｀
I
J
色
．
中
央
部

ー

L
色
・
ぜ
腎
ぴ

の
に

な
り
ま
す
。
其
間
邊
は
浜
紗
し

薫

本

川

の
8
1

り
北
に
現
t
i
f
§
I
G
HE
は
荀
の
場
合
）
面

滋

で
あ
り
と

が
、
病
i
t
が
少
敷
の
場
合
に
旧
藪
セ
純
渦
す
る

り
ふ
6

す
。

が
生
じ
、
後
に
ー
苗
は
苗
代
の
間
閉

0
を
除
き
、
内
方
力
も

ー
、
殆
ざ
火
に
い
び
り
た
る
如
く
枯
i
て
，
森
替
セ

糀
及
）
布
播

る
市
の
布
生
、

又
多
肥
に
よ
り
て
茂
っ
て

る
S
,
J
大
に
わ
延
し
よ
す
0

葉

疵
鞘
に
闘
状
の
需
昭
紐
褐
色

の
部
分

こ

胞
f
セ
澤
山
杉
成
し

一゚じ・・

tし

り
て
後
日
荀
代
に
変
延

・は
撥
芽
し
ま

部
又
，
子
葉
が
附
褐
色
に
幾
色
し
、
更
に
進
め
ば
第

る
こ
;
,
J
に
な
り
ま
す
。
葉
の
葉
鞘
‘
て
侵
し
、
何
れ

苗

種

棟

ヤ

」的
く
と
幼
根
、
幼
芽
が
出
て

が
、
強
く
佼
さ
れ
た
籾
は
其
債
腐
り
登
芽
し
ま
せ
ん
。
少
し
侵
さ
れ
t
も

こ::,J
が
確
訂
で
あ

り
ま

。
こ
しヽ`
＇`

般
に
知
ら
れ
て
居
な
い
事
官
で
あ
り
ま
す
f

末
る

の
;
,
J
、
更
に
そ
い
を
取
上

て
淋
奎
内
に
訊
く
）
J
其
復
色
部
に
郭
し
く
胞
子
セ
形
成
す
る
こ
!
,
J
に
よ
り
、
罹
病
し
て
居
る

に
登
生
が
多
か
つ
↑
か

多
い
薮
字
が
出
ー

ど
、
約
三
割

年
第
一
期
作
牧
積
の
際
、
中
村
・
佐
成
2

函
作
等

槍
査
す
i
ば
判
明
し
ま

°
頴
が
佼

れ
る
に
止
ま
る
も
）
、
又
更
に
進
ん
で
積
子
内
部
セ
侵
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
本

縫
全
穏
と
思
は
い
る
も
の
を
抜
穂
し
て
得
た
糀
穏
に
戟
て
調
査
し
て
見
ま
す

被
心
＂
籾
が
あ
り
ま
し

1
0

そ
し
て
其
内
、
胚
乳
ま
で
侵
さ
れ
た
も
の
は
其
二
割
五
分
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
特

で
あ
ら
う
｝
J
I
l
l
心
ひ
よ
す
。
是
等
は
水
に
交
し
1
餃
く
と
、
少
し
昭
色
セ
ロ
手
し
て

可

成

Ji

す
。
是
等
（
殆
ぐ
ふ
呼
全
が

揺
判
困
難
な
如
度
で
あ
り
ま
す
が
、
能
く
ば
＇
密
に

楡
究
し
、
又
は
特
殊
な
方
法
で

J
く

1

、
i
1
 

熟
す
切
ま
で
に

ぶ

梗

が
侵
E
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
i
ヵ
ら
籾
の
某
部
卯
ち
護
穎
の
部
分
が
佼
さ
れ
る
も
の
が

れ
る
と
少
し
く
復
色
し
た
程
疫
で
、

C

]

又
は
淡
褐
灰
色
を
布
・

↑
病
瑶
を
生
し
、
登
打
せ
す
に
終
り
ま
す
。
其
賞
時
侵
さ

籾

籾

の
こ
）
J
を

111
し

遡
つ
て
開
花
の
頃
ヵ
ら
述
べ
る
こ

が
便
宜
ヵ
と
思
ひ
士
す
。
開
花
嘗
時
の
籾
が
侵

り

°
便
宜

柿
及
り
時
代
か

0
時
期
迄
順
次
に
述
べ
る
こ

と
に
し
4
マ

゜

桁
イ
モ
チ
紺
に
f
J
れ
る
部
分
は
桁
全
開
で
あ
り
ま
し
て
、
咬
葉
鞘
、
節
、
穂
頸
、
穏

小
梗
、
籾
、
苗
の
根
、
子
薬
等

五

病

徴

!,J呼
び
ま
テア
ウ
ス
（
シ
ュ
ッ
ア
ア
ウ
ペ
ー
ク
ア
ウ

チ
ェ
テ
；

ア

ウカウ

塁
漕
で
は
、

"
1穂
、
然

"
r
h
‘
n吊
、
肖
＂
巾
‘
"
r
h
狗
等
~
J
ぃ
ひ
よ
す
が
、
是
等
u
場
合
は
甘
イ
モ
チ
を
表
は
し
て
居
り
ま
す
。

ク
ー
ケ
ン

。
又
火
燒
炎
と

い
ふ
名
は
如
｛
イ
モ

又
乾
痙
）J
い
人
呼
栢
が
↓

ホエン
ヨウ
ヤム

テ

9
べ
．

。
又
、ー
病
．

て
，K｝
 
ま

て
箪
に
イ
モ
チ

J
い
ふ
愁

呼
籾
も
J．り
ま

゜

り
土｛

が
、
こ
れ

ー
節
イ

モ
チ
を
表
は
し
て
召
り
ま

を
示
し

k
l
 Ri
.
 

又
英
語
で
じ
B
l
a1-1

す
。
ォ3
：
り

。

゜H.ic
こ-
l
a

I

-

ク

d

い
ひ
、
甘
イ
モ
チ

場
合

ば
、
登
生
報
告
等
の
場
合
必
が
ち
に
其
現
場
の
こ
ど
が
相
手
に
想
像

B

)

tte
n
 n
 
[
)
J
い
ひ
ま
す
。
又
伊
太
利
で
は

B
r
g
o
n

れ
る
名
科
で
あ
る
か
ら
便
宜
で
あ
り
ま



穏

顆

又

は

小

が

仕

さ

i

i

f

場

合

も

葉

枯

病

の

方

が

茶

褐

色

即

ち

色

が

濃

く

黒

毛

を

散

一玉

ヒ

セ

能

く

注

慈

し

て

見

る

）

J

黙

い

°

又

ー

場

合

枯

病

で

ー

音

通

限

界

明

か

で

、

凹

格

し

、

延

び

纂

く

、

上

方

に

延

び

:

』

、

ノ

り

ま

0
節

の

場

合

は

イ

モ

チ

病

で

は

同

じ

附

色

で

も

少

し

く

淡

く

且

容

易

色

を

布

び

て

居

h

る

。

穏

頸

や

小

梗

の

場

合

は

イ

モ

チ

病

で

し

淡

褐

又

は

褐

灰

色

れ

た

場

合

は

、

常

に

イ

モ

射

褐

色

が

浜

（

あ

り

ま

°

葉

穏

小

梗

、

節

、

，

Kこ
‘

速

府

、

子

葉

等

を

伎

し

、

一

見

厖

別

困

纂

な

場

合

が

あ

り

ま

す

°

然

し

一

般

に

い

へ

ば

、

葉

枯

病

に

侵

ィ

、[

病

に

址

も

近

似

の

病

ー

和

薬

枯

酋

藉

胡

摩

業

枯

綱

）

で

あ

り

ま

す

。

此

病

L栢
イ

モ

チ

病

と

同

様

に

椋

、

穂

頸

、

六

る

。

其

頃

に

な

い

ば

節

t

枯

死

し

て

挫

折

J

-

れ

る

こ

｝

J

は

、

節

部

に

呑

分

°

多

い

こ

と

、

砧

階

分

の

少

い

こ

と

に

よ

り

且

節

が

葉

鞘

か

ら

現

は

れ

て

末

る

爵

、

葉

鞘

と

葉

片

坑

に

i

．

る

キ

11片
及

t

又

は

薬

鞘

と

和

，

｀

汰

3
合

せ

目

に

胞

チ

が

止

ま

り

、

其

部

分

セ

侵

し

て

か

ら

又

は

直

接

節

セ

侵

し

ま

す

。

で

は

没

故

u

t

て

J

t

i

り

ま

れ

る

と

死

米

多

く

牧

、

掲

色

セ

柏

び

ー

も

り

少

し

熟

げ

0
進

ん

だ

出

合

に

侵

さ

れ

る

と

女

米

と

死

米

ど

半

白

米

ど

が

交

つ

た

も

の

に

な

り

ま

す

0
然

し

此

空

米

も

小

形

で

あ

り

h
ま

す

。

平

均

し

て

見

る

健

全

穂

の

空

米

容

ハ
五
•
六
物こ
牧
に
な
り
す
。

虹
似
紺
害
ゞ
J

比
n
t

・‘
 

0

カ

J
h
'

カ‘

る

様

に

な

り

、

従

っ

て

其

上

方

部

は

枯

死

し

て

し

ま

ひ

ま

セ

滅

す

る

計

り

で

な

り

て

t

穏

顕

°

節

の

ほ

さ

次

上

下

に

灰

褐

色

に

枯

‘

て

末

ま

す

。

即

ち

穂

が

枯

れ

る

力

ら

熟

期

に

入

っ

、

死

米

が

多

少

交

つ

て

居

る

こ

と

は

常

に

誰

れ

で

も

見

て

居

る

こ

と

、

I

J

l

t

ひ

ま

す

。

病

斑

し

初

め

ー

イ

モ

チ

病

の

均

合

は

圃

朕

灰

し

て

ゐ

て

、

イ

モ

チ

病

の

如

く

早

く

上

方

部

を

枯

死

せ

し

め

な

い

。

且

罹

病

せ

る

節

が

生

え

て

ゐ

る

が

、

イ

モ

チ

病

の

方

は

毛

が

見

え

1
い

で

灰

粉

朕

で

あ

り

ま

し

て

居

り

ま

す

0
叉

籾

の

場

合

は

菓

顆

の

仕

さ

れ

ー

も

0
が

古

く

な

る

と

、

挫

折

し

て

先

方

が

飛

散

し

て

し

ま

ひ

ま

°

又

健

全

の

穏

と

思

人

↑

も

の

で

も

、

小

牧

穫

々

得

る

場

合

も

四
•
四
物
に
た
。

即

を

一

0
0

ば

、

罹

病

穂

よ

り

の

空

米

ー

~
 

鍵
全
な
も
0

に
比

る

°

故

に

罹

病

し

ー

峠

期

に

よ

り

齢

穫

の

1こ

悉

纂

の

こ

と

も

あ

れ

ば

、

又

半

そ

れ

出

穂

紅

後

に

佼

さ

れ

た

も

し

t

t

t

穏

に

な

り

ま

が

、

乳

熟

期

に

佼

さ

れ

↑

も

の

！

殆

ざ

死

米

に

な

り

ま

す

。

而

し

て

が

μ

打

然

ら

ざ

る

場

合

が

多

く

あ

り

ま

゜

が

多

い

U

)
J

穂

が

伸

び

て

ゐ

る

貪

、

目

立

た

な

く

従

っ

て

被

害

の

少

い

棧

に

見

は

て
も
紺
色
で
な
く
茶
彬
セ
杓
•
し1
色
に
な
り

0
そ

れ

で

多

く

罹

つ

↑

水

田

(

l
見

焦

じ

・

1
様

に

見

え

ま

°

然

し

1
渭
糀

オ
3

、り
ま

穏

の

場

合

ー

穏

類

が

一

番

多

く

t

7
J

°

然

J

n
t:-

I
"

ー
ヽ
｀

り

小

梗

の

方

が

多

く

侵

さ

れ

る

も

の

も

節

イ

モ

チ

に

烈

し

く

仕

、

節

が

折

‘

る

か

ら

牧

穫

に

甚

拒

不

便

を

成

す

る

。

ど を
n
●

節

が

仕

さ

れ

る

と

昭

色

に

な

り

凹

招

し

、

後

漸

次

上

下

に

綾

色

し

、

節

以

外

の

部

分

は

褐

色

セ

帯

び

、

又

は

淡

し

昭

色

ー

吊

辛

＾

降

雨

引

紺

し

ー

場

合

な

ざ

に

多

く

見

ら

れ

る

。

所

訂

菓

イ

モ

チ

の

鴬

に

牧

譲

を

殆

ざ

に

至

る

こ

と

が

り

ま

す

。

こ

れ

は

肥

料

を

遇

剌

に

薦

し

た

場

合

，

H影
の

場

所

ヌ



ーヽ
が
尉
く
て
も
、
罹

り

い
朕
態
に
な
っ
て
ゐ
て
も
、
イ

モ

病
心
旧
は
桁
イ
モ

↑
j丙
を
起
す
源
で
あ
っ
て
卯
ら
丙
原
閤
で
あ
り
ま

ー出

和
イ
モ

°
此
柄
イ
モ

チ
病
菌
が
絶
無
な
場
合
は
瑕
介

八

病

原

湘

゜

セ
如
何
に
し
て
逍
け
る
、

い
ふ
こ

)
J
~
J,
:
!
;
・
じ
1
方
が
便
宜
か

と
思
ひ
ま

桁
イ
モ

紺
の
原
囚
を
述
ぷ
る
に
嘗
h
、
病
原
、
索
因
、
誘
囚

i
ば
な
り
ま
せ
ん。

そ
｀
で
柄
イ
モ
チ
病
セ
防
除
す
る
岱
に
も
、
病
原
憫
を
駈
除

る
こ
と
は
勿
論
、
罹
り
易
く
す
る
條
件
を
も
避
け

さ
せ
な
け

プ
ス
、
成
買

誘
困
と
な
る

で
す
。

'
こ
も
、
風
邪
セ
引
い

て
力
ら
肺
括
に
な
っ

た
と

．j
J‘
或
は
胄
脱
を
害
し
て
ゐ
f
t
ヵ

C
チ
プ
ス

に
罹
つ
た
と
か
、
或
は
近
項
天
減

見
る

°
此
弱
い
晒
四
竹で
を
肺
瓶
の
立
場
ヵ

い
ふ
）
J索
因
に
な
る

の

。
又
ぁ
の
人
は
怜
は
甚
だ
頑
強
で
あ
っ
た
け
れ

長
い
。
ぶが
肺
病
に
罹
り
易
い
橙
竹
だ
と

し「

か
ら
病
点
が
多
く
出
ー
と
ヵ
‘
肥
料
が
多
過
ぎ
た
ヵ

登
生
を
誘
致
す
る
泣
埠
ゎ
茄
氣
の
立
場
か

ぃ
ふ
言
葉
で
あ
り
ま
し
て
、
天
候
が
悪
そ

か
つ

ー

モ
チ
病
も
多
く
出
る
こ
と

に
ー
賞
然
~

こ

ど
で
た
り

゜

方
ヵ
ら
い
ふ
と
弱
い

憫
竹
即
ち
病
氣
に
罹
り
品
ぃ
開
灯
を
持

つ
と

い
ふ
こ
と
で

j
．り
ま

。
弱
い
印
柑
の
品
研
沿
じ
係
す
る
と

索
囚
~Jい
ふ
の
は
芭
自
身
が
病
父
に
罹
h

易
い
開
竹
を
持
つ
て
居
る
こ
9J
を
病
氣の
立
場
か
ら
い
を
百
葉
で
あ
っ
て
、
桁り

漑
排
水
、
土
填
等
糀
々

あ
り
ま
す
。
是
等
セ
大
判

る
さ
丙
氣
の
立
出
カ

い
ふ
所
0

索
因
~
J誘
因
と
に
分
け
ま
す
。

其
撥
生
を
誘
致
助
仕
せ
し
む
る
條
件
が
加
勢
す
る
か
ら

で
あ
り
ま

°
其
條
件
に
ー
ロ
叩糀
、
天
候
．
施
肥
、＇栽
培
上
の
車
F
‘
濡
~

柄
ィ

七

栢

イ

モ

枯
病
で
は
イ
モ
チ
病
よ

り
褐
色
が
浪
く
後

こ
躁
紗
状
の
黙

毛
が
寄
生
す
る
。
是
等

北
葉
枯
病
は
北
部
地
方
に
t
比
較
的
少
い
が
、
憂
中
以
南
で
は
螢
生
甚
だ
多
い
。
而
し
て
漑
し
て
イ
モ
チ
病
に
侵
さ
れ
難
．い

品
種
例
へ
ぱ
短
廣
花
螺
、
白
米
粉
、
清
油
等
は
却
．て
葉
枯
病
に
罹
り
易
い
。
穂
が
侵

じ
く
死
米
セ
生

じ
ま
す

が
、其
李

L
m
h
低
い
0

そ
れ
は
葉
枯
色
困

病
の
起
る
原
因

チ
病
の
起
る
は

、
そ
れ
セ
起
す
所
0
病
原
怜
卯
ち
桁

イ
モ

チ
病
祖
が
あ
る
か

ら
で
、
甚
↓
く
螢
生
す
る
様
な
場
合
は

”ーが
弱
く
ーな
り
病
氣
に
罹
っ

1
ど
し
人
採
な
こ
と
で
あ
h
ま
す
。
．

人
間
の
場
合
に

1
と
へ
て
見
る

と
、
或
る
人
が
肺
茄
に
罹

つ
た
｝
J致
し
ま
す
0

此
場
合
に
あ
の
人
は
痩
せ
て
打
が
長
い
か
ら

肺
病
に
罹
る

の
も
嘗
烈
9
J
い
ふ
の
セ
能
く
聞
く
所
で

あ
り
ま
す
が
、
即
ち
疫
せ

て
甘

が
悪
い
ヵ

c成
胃
が
洸
行
す
る
と
か
い

ふ
場
合
の
風
邪
、
胃
脱
セ
害
し
た
、
又
は
天
候
が
悪
い
9
J
い
ふ
こ
｝
J
は
夫
々
肺
病
、

級
ー
て
其
病
原
｛
屈
セ
如
何
に
し
て
防
除

ー`

チ

に
別
け
て
い
ふ
こ
9
Jー
便
宜
で
あ
る
の
と
、
其
郡
度
そ
れ

か
ら
、
病
原
悦
セ
説
明
し
た
場
合
に
は
そ
れ
に

る
か
も

其
都
度
説
明
セ
致
し
度
い
~
J
思
ひ
土

ー
常
然
で
あ
り
ま
す
、
然
し
和
イ
モ
チ
病
藍

侵
布
速
度
が
イ
モ

チ
病
菌
よ
り
逍
い
が
ら
で
あ
h
ま
す
。

れ
↑
場
合
は
栢
イ
モ
チ
病
の
場
合
と
同

の
そ
れ
よ
り
太
く
し
て
長
い
か
ら
烹
毛
の
如

大
銀
で
見
る
こ
と

が
出
来
得
る

ゞ
あ
ぶ
’ま
ォ
゜

場
合

黙
色
は
択
子
梗
で
、
・
イ
モ

ヂ
病
菌

h

上
9



、

ょ

、

0

f

'

 
ヽ

ノ

，
 

•

, 

だ

二

つ

胞

が

て

力3

一九

水

漏

セ

得

ー

場

合

に

是

等

ー

登

芽

し

佼

入

の

目

的

を

遂

ぐ

る

様

に

る

か

出

末

な

く

失

敗

に

終

り

死

ん

で

し

ま

は

な

け

i

ば

r

先

カヽ

つ

0
細

胞

が

圃

時

に

登

十

牙

す

る

こ

ー

1・
し

0
印

ち

先

編

又

は

基

端

の

一

、

二

時

間

u内
に

登

芽

し

て

様

な

芽

セ

出

し

°

然

し

此

芽

は

先

ブ

胞

子

り

が

出

末

な

い

0
澤

山

躾

積

し

↑

場

合

に

復

か

に

か

朕

に

見

え

る

丈

け

0

こ

を

゜
で

分

生

胞

子

｀
る
胞
f

-
~
．り
3
6

ヵ≫

と

し

迄

ひ

土

す

け

れ

マ

J

も

，

そ

゜
る

と

枯

i

る

び

で

°

此

択

千

梗

が

出

姑

め

て

か

C

J

分

生

胞

千

セ

形

成

し

飴

め

る

に

至

る

斯

く

名

セ

用

ふ

る

人

も

あ

り

分

生

胞

子

’

仇

は

分

類

學

て

、

本

病

佑

本

罷

で

あ

り

布

び

る

こ

、

盆

色

セ

布

び

て

屈

り

↓

一

分

生

胞

子

（

り

ま

す

。

其

太

約

十

筒

の

胞

子

ャ

一

杉

成

れ

1
名

籾

で

あ

り

で

す

。

即

ち

本

病

．

れ

る

追

年

性

の

胞

子

ー

未

1
見

出

と

、

第

一

に

内

絲

、

第

二

に

択

千

梗

、

第

三

に

分

生

胞

子

で

あ

り

ま

す

、

以

下

順

次

に

夫

等

で

多

く

の

枝

セ

分

ち

ま

す

。

こ

れ

は

植

物

-k
分

セ

揖

牧

し

、

盆

々

長

く

伸

長

し

一

内

外

で

、

極

め

て

細

し

百

分

）

＿

二

乃

至

四

卯

、

胞

f

0
成

熟

し

ー

も

、

高

等

植

物

の

種

梨

多

．

o
.
，

ニ

ッ

の

桜

悩

セ

布

し

て

ゐ

る

。

卯

分

）

云

ば

”

)

五

十

乃

至

九

十

五

位

で

、

幅

t

i

‘

し

成

熟

す

る

項

に

は

其

紅

下

よ

り

斜

て

短

ヵ

く

伸

び

て

、

其

頂

に

又

つ

分

生

胞

子

を

作

を

打

°

其

六

"

f

u

l

1
U
ー

約

二

毛

乃

至

四

毛

で

，

其

頂

編

に

先

づ

l

つ

に

あ

る

仇

絲

力

ら

外

面

に

出

て

末

て

大

抵

菜

生

す

る

。

通

限

條

で

あ

る

が

、

町

に

枝

セ

分

つ

●

子

榎

慨

子

梗

と

い

U
ー

分

生

胞

千

を

作

ら

柄

で

、

砧

等

禎

物

の

花

梗

叉

は

果

柄

に

嘗

る

又

は

灰

色

分

の

千

分

て

5
1

細

胞

セ

ま

°
之
セ
高
等
植
物
に
比
較
し
て
見
る
と
、
根
、
室
、
枝
~

等

に

相

嘗

す

る

も

こ
す
。

薗

絲

菌

絲

い

ふ

の

は

多

節

な

る

絲

の

様

な

も

組

織

内

に

侵

入

し

て

居

り

゜

本

病

松

セ

部

分

的

に

巾

し

子

梗

品

祁

す

る

柄

の

上

に

作

ら

れ

、

外

部

に

襟

生

す

る

の

で

す

。

的

に

作

ら

i

'

ふ

広

の

分

生

胞

子

が

あ

る

丈

け

で

．

布

性

的

に

作

れ

て

居

り

ま

せ

ん

e
又

。

幽

復

鋭

で

見

る

と

殆

て

纂

色あ

り

ま

す

。

で

す

。

こ

れ

は

桁

の

組

織

内

の

も

あ

り

ま

す

。

二

、

三

の

胞

力

ら

成

h
立

つ

て

居

り

、

二

十

一

乃

翌

二

十

三

位

で

あ

ィ ー

に

ー

不

完

全

菌

頻

u絲
朕

出

族

に

納

め

ら

れ

る

に

ー

胞

子

と

し

て

撫

性

に

過

ぎ

ー

、

い

り

゜

又

和

ィ

七

で

な

い

桜

に

考

へ

る

人

も

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

愛

蚊

縣

で

系

統

を

見

出

し

↑

と

い

ふ

つ

病

菌

に

輿

ヘ

゜

g
r
i

st1
tl. 

(
C
o
o
k
e
)
 :
:
-
;
J
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P
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ng
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S
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c
.
等

の

躾
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病

薗

の

學

名

t

g
hlur
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(
C
'

n
v
.)
 ~
a
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で
あ
り
ま

す
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p
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栽

培

に

附

随

し

て

居

り

ま

す

ヵ

ら

、

此

病

箪

が

起

る

で

す

。

而

し

て

此

f

内

マ^

a
v
.
 

t
y
l
n
ri
 

t

億

染

病

で

あ

り

ま

す

。



営
時
~

ー
乾
燥
場

五
十

文
位
、
第
二
期
作
牧
穫
嘗
時

に

L
二
十
度
乃
至
四
十
l

度
で
あ

死
む
る
か

Jゞ
い
ふ
に
、

そ
i
で
も
胞
子
は
死
な
な
い
。
第

一
期
作

‘`
て
も
分
生
胞
千

そ
t
L
で
J
.

、

哨
ヵ
ら
f

で
、
川
籾
セ
介
庫
内
に
保
れ
し
て

、
及
の
時
期
約
訂
日
で
約
四
分

゜

,11性
生
殖
胞
チ
の
如
く
面
久
力
の
強
く
な
い

で
あ
り

↑
、
し

ざ
i
 

、
分
生
胞

分
生
胞
子
で
の
り
ま

0

分
生
胞
子
は
巾
絲
に
比
較
す
れ
ば
、

般

に
高
温
に
弱
く
し
て

て

゜

し
［
、
,

‘
し

i
、
高
溢
に
強
く、

低
温

に
弱
い
。
高
温
で
も
粒
熱
‘
2

ー
強
い

が
、
温

芦
r

ー
弱
い
。
而
し

n.f 

千
梗
及
分
生
胞
子
セ
杉
成
し
ま

れ

、
乾
燥
朕
態
に
あ
れ
ば
滸
更
二
筒
年
以

此
絲
り
と
泣
な
芽
即

撥
芽
管
は
『i

葉
の
頑
孔
セ
通
し
て

し
私
は
之
は
厚
朕
胞
子
で
な
く
て
附
著
器
で
あ
き
‘
J
思
ひ
よ
す
。
何
故
な
ら
ば
種
々
）
炭
疸
病
し囚

呵
満
、
水
滴
文
憚
ひ
落
し
．
水
セ
附
著
さ
せ

n
紐

~｝

i
こ

羞
芽
し
な
い
が
、
若
し
水
滴
が
、
其
出
に
末
た
場
合
ー
水
滴

が
胞
子
を
吸
ひ
取
り
て
落
下

胞
子
は
葉
セ
佼

病
原
紺
の
性
質

部
分
は
煤
と
種
辺

-9

が
、
其
生
存
、
秤
次
等
は
如
何
に
し
て
行
ふ

か
。
其
性
奴
セ
知
る
こ

ヵ
ら
、
是
非
知

生
村
セ
保
ャ

て
屁
~
り
ま

、占物‘
乞
水
田
の
泥
の
中

に
沈
の
る
と
十

B
以
内
に
（
胞
千
ヤ
J
杉
成
せ
D
様
に
な
り
ま

生
存
し
て
居
り
ま

°
而
し
て
そ
i
に
漏
某
セ
輿
へ
る
）
J
何

る
の

°
其

t
る
柄

で
あ
り
↓
6

ず
。

9

、
種

1
内
に
入
っ
て
居

―包
囚
絲
は
其
物
の
腐
敗
分
解
せ

て
越
年

る
か
と
い
ふ
汽
本
~
困
に

佼
さ

れ
f
5f
)

部
分
に
ー
皆
仇
絲
が
入
っ
て
居
て
、
次
の
作
よ
で

残

殖
さ
せ
る

如
く
、
本
病
内
に
於
て

、
困
絲
丈
り
で
も
屈
年
繁
殖
す
る
こ
と
が
出
末
る
の
で

0

そ
れ
で
は
祖
絲
は
如
何
に
し

由

i
ー
祁
等
禎
物
り
根、

支
、
葉
等
に
相
嘗
す
る

で
あ
る
ヵ
ら
、
高
等
帷
物
セ
挿
木
に
し
、
又
宿
根
セ
以
て
翌
年
繁

t
本
病

u
防
除
の
基
碇
に
な
る
こ
と
で
あ
り
土
6

霞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
病
内
の
部
分
セ
別
け
れ
ば
以

0

如
（
で
f
i
'

九

ん
で
及
~
り

°
此
附
苓
四
研
ー
更
に
馨
芽
し
て

表
皮
セ
破
り
、
糾
織
内
に
仕
入
し

゜

せ

り
甚
だ
多
く
の

附
著
器
セ
作
り
且
其
形
は
甚
だ
不

則
で
粗
仇
の
間
に
ー

、エ
り
込

器
を
作
り
、
ぃC
)

耕
悦
の
間
に
わ
だ
ヵ

え
り
、
容
易
に
落
さ
れ
な
い
様
に

鼻`J
し
て
胞
子
を
策
面
で
撥
芽

し
て
し
ま
ひ
ま
す
。

う
な
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
る
°
故
に
胞
子
ー

し
↑
場
合
に
は
紅
ち

に
附

に
落
ら
だ
出
合
に
水
滴
が

或
は
柑
悦
セ
漏
而
に
布

な

て
居
ょ

が
~
胞
子
が
葉
の
上

作
ら

同
時
に
，
耐
久
力
の
甚
だ
尉
い
も

゜

胞
子
が
登
芽
し
た
場
合
に

色
の
趾
い
又
は
糀
々

0

然

孔
に
入
れ

•O 

で
あ
り
ま
す
。

形
セ
し
た
所
謂
肛
股
胞
子
セ
作
り
ま

u組
織
内
に
侵
入
し
ま

°
然
l
多
く
の
場
合
に

_-Q
 



る
物
件
は
秤

A
で
1
り
ま
す
。

ニョ

條
下
で
既
に
計

＾
↑
如
く
稽
棟
の
罹
病
せ
る
も

~
背
代
が
作

る
か

か
ら
幾
何
ヵ

の
胞
子
が
苗
代
に
あ

カ
け
ら
れ
る
も

の

し
る
。

‘̀

 

刈
株
の

暦
危
陰
セ

こ
と

に
な
り

0

そ
し
て
本
田
が

地
さ
れ

r‘
し
内
に
第
一
期

し
る
。
是

IJ
凸
合
は
立
派

に
翌
春
迄
紐
U
i
j
)
種
次
が
出
末
る
も

の
で

あ
り

に
此
期
間
降
雨
少
け
i
l

、
0

セ
播
．、、
地
方

水
セ
引
く
こ
と
な
く
乾
＂

1

るこ;,1Jが
少
、
が
、
背
十

利
に
多

然
：
充
分
間
没
泊
す
れ
ば
惰
死
滅
し
、
五
十
四
度
字
に
一
分
間
屹
滋
す
る

つ
↑
晩
、

る
場
合
セ
考

ー
天
、

伺
様
に
日
光

）
能
＜
岱
る
出
所
で
最
高
五
十
度
に
三
十
五
時
間
晒
し
て
霞
し
て
見
る

↑
胞
子
は
死
0
カ
ご
ぅ
力
0

真
夏

に
至
る
期
間
0
平
均
箪
溢
は

二
十
五
度
よ
り

二
十
七
度
位
で
、
第
二
期
作
）

肥
、
堆
肥
，
飼
料

J
ら
か
ら
、
胞
子
は
そ
い
程
作
ら
れ

0
と
出
は
れ
る
が
、
ロ
ハ
田

こ
捨

°
然
し
籾
0
1

刈
田
の
未
だ

度
迄
外
り
ま
す
が
、
此
場
合
に
水
中
に
沈
ん
だ
胞
子
は
五
日
位
で
死
ん

温
が
下
る
力
ら
此
時
に
螢
芽
し
て
桁

に
侵
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

る
温
度
の
恨
庄
ー

u氏
＋
度
及
三
十
七
度
位
―゚
、
最
適
温
は
二
十
六
度
乃
至
二
十
入
度
で
あ
り
ま
す
。
第

低
い
種
類
は
下
の
方
の
節
か
薬
鞘
か
ら
外
に
現
は
れ
な
い
ヵ
ら

j
りヽ
、
又
鋤
起
し一

る
°
殊
：＿

れ

し
て
水
田

に
利
用
さ
れ
る
も
。
ー
多
少
考

な
い
0

然
し
危
険
な
こ
と
は
餘
り
多
く
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
。

れ
て

輿

へ
0
様
に
し

れ
た
も
の
や
纏
等

し
罹
病
し
ー
も

と
も

一
絡
に

に
利
用
さ
i
‘
駐
令
利
用
さ

nす
に

あ
る
も
の
も
大
鑢
は
積
上
げ

以
上
湛

ぺ
た
如
く
本
病
紺
の
赳
年
又
，
種
オ
t

の
被
屯
1

部
及
種
棟
に
よ
る
も

の
と
思
は
．b

゜

ヽ

カ
C
一

イ

射
柑
の
登
＂
柊
週

温
に
相
嘗
し
、
最
も
旺
盛
な
と
肇
打
セ
遂
げ
る
時
期
に
嘗
る

り
で
す
。

期
作

u
出

b
牧

合
も
同
榛
で
あ
b
ま

本
殊
に
夕
立

天
の
B
な
マ
J
は
侵
入
に
好
郁
合
と
思
t
れ
る
の
で
す
。

間
に
は
螢
芽
不
可
能
ヵ
も
知
i
な
い
が
、
夜
分

上
る

芽
し
な
い
。
こ
れ

に
よ

り
て
見
る
時
は
、
杵
通

）
場
合
で
’

韮
い
時
は
螢
芽
ャ

る
も
死
減
し
な
い
。
即
ち

胞
子
が
撥
芽
す
る
ぢ
の
蚊
高
温
恩
f
は
蒸
溜
水
の
場
合
ー

＿二
十
三
復
で
，
淡
い
糖
漕
で
は
三
十
五
度
で
，
こ
れ
以
上
温
度
が

あ
り

゜

皆
死
減
す
る
0

此
弱
味
は
防
除
に
利
用
さ
れ
る

の
で

水
溢
セ
高
く
し
て
見
る

氏
五
十
安
に
十
二
分
間
・
反
●い
す
れ
ば
、
柄
千
分

の
五
位
生
存
し
て

ゐ
る
。
更
に
五
十
三
皮
乍

で

ひ

0

け
れ
ざ

水
面

に
浮
ん
で
ゐ
る
t
o
ー
半
筒
月
し
て
も
死
に
土
せ
ん
。

い
水

へ
て

ゐ
る
水
田
の
水
沿
じ
揖
氏
四
十
二
、

更
に
滋
熟
に
遭
遇

て
見
ま
す
と
、
先
づ
水
田
に
落

ー
れ
る
も
の
が
渭
山
あ
る
だ
ら
う
ど
I
i
心
は
れ
ま

゜

牧
村
力
ら
播
下
迄
に
ー
胞
子
の
残
存
す
る
も

が
あ
る
こ
9
J
は
充
分
朋
瞭
で
あ
り
ま

面
に
附

と
、

張
百
分

六
位
生
什
し
て

え
る
。
そ
し
て
見
る
と
情
通
孔
乾
燥
の
場
合
に
t
胞
子
セ
段
し

こ
と
が
出
末
な
い

の

の
結
果

で
あ
る
が
、

時
間
放
霞
し
て

字
藪
以
上
生
存
し
、

年
＇
度

に
三
十
時
間
放
的
し
て
も
百
分

の
五
以

生
在
し
て
居
る
。
こ
i
t
附
所
で

り

°
胞
子
セ
乾
熱
に

て
尾
理
（
f
場
合
に
、
五
十
度
で
六
十
時
問
曝
五
し
て
も
半
薮
以

2

1

存

、
五
十
五
度
で
三
十
五



ゞ

” I I U) り

IPJ 

玉

へ
る
ど
、
四
日
目
に
ば
肉
眼
に
て
見
柑
る
病
珂
セ
作
る

の
で

o
r
n
i
し
て
病
斑
の
上
に
，
胞
子

胞
千
の
登
芽
佼

の
殺
合
が

4
ぃ
力

じ
被
布

少
い

こ

に
な
り
3
6

す
。
而
し
て
胞

f

五
又
は
雨
等
が
伴
は

r

悪
い
時
は
被
tI
が
多

b
↓
6
 

0

卯
ち
佃
？
＇
の
出
合
で
も
、
其
雷
夜
又

lc
刀

れ

゜

こ
と
に
り
る

又
氣
孔
1
d
通

；
な
い
も
）
な
ら
、
附
消
器
セ
杉
成
す
る
°
其
杉
成
す
る

に
至
る
時

時
間

に
平
均
一
五

μ
位
で

（一

μ
は
一
千
分
3

一粍
＞
あ
る
か

笠
孔
ヽ
ご
通
し
て
佼
入
す
る
場
合
な
ら
三
、
四
時
間

u

時

：一
、
楚
£
メ
は
夕
立
等
）
水
摘
を
得
ー
場
台
仁
並
＂遁

｝
時
間
乃
至

一
時
間
半

に
て

登
芽
す
る
°
而
し
て
撥
芽
管
の
伸
長
速

そ
れ

で
は
接
種
さ
い
る
に
幾
時
間
七
要
す
る
か

し
ふ
疑
刑
が
起
る

で
J
ら
う
。
現
在
成
然
し
た
胞
＋
が
其
場
所

に
末
つ
f

．
 

る
と
＂
Jー
、

し
る
。

t
 

の
間

に
胞
子
を
引
止

る
こ
と
が
比
較
的
多

t
節
部
は
養
分
に
富
み
、

~内
~
囚の
向
化
性
セ
誘
ふ
公
で

多
い
0

何
故
和
ぜヽ

侵
す
こ

~
J
が
稀ー。

』

、
節
ゼヽ
侵

こ
と
が
多
い
か
と
い
人

、
節
の
部
分
が
隆
起
し
て

u
d
り

、
又
紅
ち
に
節
。ぜ
佼
す
も
~
も
あ
る
0

何
い
に
し

基
の
部
分

に
抱
か
れ
ー
節
が

又

り
而
水
に

ぷ
ど
て
末
↑
胞
子
が
函
社
U
キ＂
片
又
は
毛

に
引
掛
か
り
、

又

！
ー
、鞘

u
縫
線
に
止
よ
り
、

キ
I

片

場
合
セ
考
衣

る
に

、
出
穂
期
に
堂

り
和
が
伸
仕

，一時
、
節
が
葉
鞘
よ
り
卜
部

に
現
ー
れ
て
末

0

此
時

．を
保
留
す
る
カ

其
虞
で
登
芽
位
入

る
。
多
く
の

場
合
に

穏
頚
又
ぱ
小
梗
の
付
根
か
ら
佼
—3
れ
る
こ
~
J
が多
、

で

゜

雨
の
降

ろ
時
に
は
下
方
に
流

れ
、
I
J
梗
色
分
出
鮎
又
は
毛

あ
る
と
こ
ろ
に
止
ま
る
。
毛
の
あ
る
部
分
ー
他

部
分
よ
り
水
分

）
品
秤
で
は
毛
を
持

つ
て
尿

°
殊
に
所
謂
穂
類
の
部
分
卯
ち
穂
の
第
l

節
に
は
毛
が
多
い
。

上
に
到
逹
し
た
胞
子
ー

間
字
で

芽
し
、
寄
生

る
岱
の
行
動
を
採
る

の

°
穂
を
佼
す
場
＾
＂
セ
考

へ
る
と
、
秋
に
ー
小
梗
の
分
出
鮎
に
ー
大
抵
の

斯
く

ぷ
ち
る
。
其
出
合
に
面
、
小
肖
等
に
て
水
漏
ぴ
あ
る
出
＾
n
ー
胞
子
！
約

時
間
乃
至
l

時

↑
の

が
岱
と
思
l
i
4
6

す
。

1
が
、
迦
＜
卯
ち
l

期
作
牧
稚
後
に
播
か
れ

た
苗
代
で
ー
被
省
が
割
合
に
少
力

っ

荀
代
の
早
く
播

か
れ
た
分
は
破

t11
が
多

か
つ

、
又
大
閤
牧

°
終

場
所
で一"
i
)
登
熟
期
に
弱
い
風

本
菌

繁
殖
湘
管
で

あ
る
と
き
飛
ん
で
末
る
胞
子
を
集
め
て
見
る

.
'

`

-
―
ム

{

1

f
u

l
 

る
所

分
生
胞
子
は
風
に

よ
り
て
遠
く
飛
散

病
菌
ぅ
接
種

れ
る
も
の

で
あ
り
土

。
例
へ
ば
水
田
ヵ

十
五
年
蔦
）

一
期
作
の
●
合
一
坪
に

一
時
間
に
約

だ
少
敷
で
約
三
五
五
十
粒
姦
ち
て
末
た
。
そ
れ
『。
本

年

第
二
期
作
の

七
，
入
町

1

0

 

苗
代
に

料
セ
多
く
施

か
又
は
策
が
込
ん
で
未
て
風
通
し
が
恐
く
な
t
ば
大
い
に
硲
延
す
る
こ
9

Jに

な
り
ま

゜

の
胞
チ
が
作
ら
れ
る

。

。
背
代
に
水
'f
洪
く
て
i
f
t
ヵ
な

い
様

る
か
ら
病
f
l
i
oJ
貪
に
i
好
郡
合
に
な
り

°
其
営
時

病
籾
が

し
た
場
合
に
幼
根
セ
侵
し
又
子
葉
を
侵
し
て
、
そ
れ
ヵ
ら
第
一
葉
の
葉
鞘
を
侵
し

;―る
0

そ
し
て
其
虞
に
澤
山

が
相
嘗
存
任
す
る
が
，

が
苗
代
に
播
下

さ
い
る
と
籾
汲
の
罹
病
部
・り
表
面
に
胞
チ

が
作

る
。
そ
う
で
り
＜

ニ
四

t
罹
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植
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す
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る

1

/i
｀

の

時

間

校

泊

二
九

、

肛

ち

に

そ

れ

を

培

氏

百

一

二

十

度

（

緬

氏

五

十

四

度

三

）

温

湯

に

五

分

間

没

漬

し

て

取

．

そ

れ

に

水

セ

此

方

七

時

間

枝

漬

し

、

次

で

陪

氏

百

二

十

皮

（

編

氏

四

十

九

良

）

の

温

湯

に

少

昨

間

即

ち

秤

穏

0
溢
土

す

。

印

ち

積

の

登

芽

セ

中

＂

す

る

こ

と

な

く

、

全

く

病

歯

セ

殺

し

得

ー

の

で

あ

り

ま

゜

的

で

、

布

致

で

あ

る

だ

ら

う

考

へ

ら

れ

ー

の

で

す

。

そ

れ

で

此

試

験

セ

行

っ

て

見

↑

結

呆

は

、

甚

條

下

で

遠

（

↑

病

歯

の

致

死

温

皮

よ

り

、

養

黙

穏

困

セ

畢

除

の

為

に

登

明

さ

れ

ー

冶

水

温

沿

没

法

と

中

に

没

滋

す

る

と

肇

芽

j

J

セ

中

＂

す

る

の

で

あ

り

ま

゜

他

艇

州

に

粍

籾

セ

疫

漬

し

て

も

、

種

籾

内

に

位

入

し

・L
居

る

の

セ

殺

す

こ

が

困

難

で

あ

り

，

若

し

又

起

莉

没

’

ぷ

胚

乳

ま

で

も

佼

し

て

居

る

の

で

あ

り

ま

す

か

ら

、

此

病

困

を

取

除

く

こ

と

が

困

難

に

な

る

で

す

。

香

問

匙

と

な

る

の

は

利

様

で

あ

り

ま

す

。

病

角

の

胞

子

は

柑

籾

の

外

i

i

r附著
し

て

越

年

又

は

積

次

す

る

み

な

ら

[

'

,

込
み

が

な

く

な

る

J

ITl
心ひ
土
す
C

泥

水

中

に

霞

け

ば

、

＋

日

以

内

に

胞

子

を

形

成

せ

D
様

に

な

り

ま

す

か

ら

、

刈

株

，

桧

藁

等

t

苗

代

の

播

利

前

に

泥

水

中

に

鋤

れ

で

は

t

'v刈株
は

如

何

に

慮

分

す

れ

ば

よ

い

力

0
既

に

病

困

の

性

竹

の

慮

で

遠

べ

た

如

く

、

刈

株

0
節

に

罹

訊

し

f

も

ル

か

纏

年

物

に

酎

す

る

防

餘

法

本

糾

廂

現

今

の

押

甜

で

し

舟

信

イ

モ

チ

病

品

関

係

セ

持

↑

な

い

か

ら

、

難

れ

刈

除

の

11項は削
除

し

て

防

除

去

と

，

病

頃

偵

播

に

引

す

る

防

除

法

と

に

分

｝

て

凍

遁

し

度

い

:

1

J

思

超

年

す

る

方

法

は

前

遠

の

如

く

藁

及

和

棟

に

よ

る

場

合

が

其

大

葺

分

で

あ

り

ま

す

。

そ

ひ

゜
,9
 
一

此

因

し

l

f

l

セ

防

除

す

る

公

に

，

越

年

．

、

き

も

の

――
 

本
病
菌
に
酎
す
る
除
防
法

し

u
で

. 、

゜

岱
文

r

で

.

、

き

こ

!

,

J

が

皐

げ

ら

い

て

居

り

ま

す

0
然

し

こ

れ

ば

未

れ

な

い

以

前

の

除
h

強
し
影

が

r、し力

も

知

れ

ま

せ

ん

。

故

に

多

く

の

ー

，

作

、

叉

す

る

地

方

＼

桁

11J考
e-

1

)

2

-

i
1
 

ヵ

；

つ

、

是

等

咲

名

衣

應

す

る

必

姿

が

J

り

ま

ナ

」

う

。

然

し

姿

作

の

時

期

は

乾

燥

期

）

る

カ

ヵ

ら

、

ー

イ

モ

チ

病

セ

防

除

）

場

合

に

粟

セ

考

駆

す

る

必

要

か

J

り

、

又

中

而

部

廂

粋

地

で

ー

大

羨

楳

玖

小

姿

及

東

で

、

他

の

雑

布

rに
（

一

切

閣

係

が

あ

り

ま

rg。東
部

に

戻

μ

試

験

場

特

別

報

告

第

六

就

ど

し

て

撥

衣

致

し

ま

し

た

0
又

内

地

）

分

は

西

門

氏

の

試

結

呆

が

登

表

さ

い

ま

し

た

。

を

9
r

つ

て

見

る

、

大

多

数

（

互

に

無

脳

係

な

る

別

途

の

利

類

で

あ

る

こ

と

が

判

る

。

憂

清

の

に

就

て

は

、

私

ー

大

正

六

年

是

等

の

i

物

上

の

イ

モ

チ

柑

困

ー

私

u

J

研

究

キ

の

七

糀

の

植

物

こ

登

見

し

て

居

り

ま

ム

ラ

サ

キ

メ

ヒ

ジ

＾

゜
(
I

ざ
1

i

c
1
1
m
v
iol
a!' 

n
s
 K
u
m
h
.)
 

闊

係

J

P

J

布

す

る

も

の

ヽ

如

く

考

ら

れ

て

居

↑

が

、

際

試

験



P
-

に

ヵ

、

く

1
時

）

J

詞

じ

く

、

i

i

布

し

薬

か

ら

彿

ひ

落

さ

い

て

、

葉

を

詞

は

す

こ

と

が

出

末

ま

せ

ん

。

葉

の

上

に

作

ら

れ

ー

此
l

石

ま

°
然
し
此

烈

は

葉

に

用

ひ

↑

ら

効

果

は

甚

だ

少

い

0
此

染

は

雨

が

葉

水

/ 
ヽ
‘`£ 

生

石

灰

二

百

四

十

匁

.. 、l
I

・
＇

．
 

硫

酸

銅

百

二

十

匁

し

て

わ

り

°

其

紀

方

ー

、

て

は

、

甍

州

セ

撒

布

斗

式

ぷ

戸

ド

ー

液

一い

り

0

こ

i

ー

主

に

芳

＂

イ

モ

豫

防

の

岱

で

あ

り

ま

す

が

、

此

場

合

に

少

し

く

籾

に

染

害

を

芦

ヂ

る

と

、

方

法

が

無

い

と

思

ひ

し

て

居

る

の

は

生

石

灰

を

倍

益

に

用

ひ

た

六

撥

芽

し

な

い

も

0
..
、

後

に

る

病
菌
傭
播
に
酎
す
る
防
除
法

J
内
r
i
i
偵
播
は
主
に

胞
子
u
飛
末
に
よ
る

の
で
a

—り
キ

子

が

幾

ら

で

も

飛

ん

で

来

る

故

に

In籾の

消

蒋

は

恋

味

を

r

°

胞

子

の

院

に

知

に

附

著

し

て

未

径

て

播

き

下

こ
と
に
ー

‘
•
I囀
ヵ
ら
で
あ
り
土

。

雅

北

部

地

方

第

二

期

作

糀

籾

の

消

甜

セ

し

て

る

出

合

に

砧

を

用

ふ

る

こ

と

は

面

白

く

あ

り

ま

せ

ん

。

5
1
1]

様

な

も

の

を

用

ひ

て

も

ら

ひ

度

い

思

ひ

ま

す

。

其

理

由

は

切

角

只

此

虞

で

111恭へ度

い

こ

と

は

第

一

期

作

の

糀

及

し

此

消

FIf
セ

行

っ

て

力

c萌芽

さ

せ

i

ば

な

り

ま

せ

ぬ

が

畜

此

萌

芽

さ

せ

的

に

比

塚

に

'

ゎ

゜

分

等

が

行

っ

て

見

て

良

粘

呆

セ

糾

又

地

方

で

私

て

行

っ

て

見

た

所

が

j

り

ま

す

が

良

い

結

果

を

得

て

喜

び

一

般

病

菌

と

共

に

此

冷

水

温

湯

没

法

で

除

こ

）

J

が

出

末

る

か

肘

一

般

殷

r分に此
方

法

セ

焚

拗

し

度

い

と

思

ひ

ま

す

。

官

『

唸

ゴ

迷

米

利

を

作

る

様

て

カ

、

第

二

期

作

に

主

期

作

に

も

撥

生

す

る

様

に

な

っ

↑

が

、

ぼ

そ

れ

セ

行

ふ

位

、

将

通

殷

家

で

官

施

出

来

る

も

の

で

あ

り

ま

゜

報

第

二

十

此

方

法

は

艇

州

ャ

用

ふ

る

こ

な

く

、

殆

ざ

代

用

セ

要

し

な

い

。

以

前

稽

籾

の

照

水

撲

セ

行

っ

↑

時

代

が

あ

り

ま

む

の

で

d
・るカ

柄

の

主

要

射

t

い

の

原

セ

な

す

所

い

鋲

叩

馬

鹿

荀

病

歯

、

和

菜

枯

病

中

田

等

が

秤

土

に

寄

生

又

は

附

著

し

て

居

る

も

の

は

、

桁

イ

モ

チ

せ

る

竿

"

f

あ

h
ま

い

て

ゐ

る

苫

セ

し

て

包

ん

で

而

か

も

温

度

｝

J

視

氣

と

を

典

へ

る

こ

と

は

再

び

病

歯

セ

附

著

し

苗

代

は

第

l

期

作

の

牧

穫

前

に

播

秤

す

る

か

ら

胞

な

く

な

り

ま

す

。

胞

子

及

病

t

上

に

杉

成

さ

れ

つ

ヽ

あ

る

胞

子

等

を

殺

し

、

無

放

に

終

ら

し

む

る

方

法

と

。

現

今

内

地

で

推

が

、

略

琥

に

苔

い

あ

り

ヵ

ら

御

忠

セ

願

ひ

度

い

。

又

風

呂

椎

を

利

用

し

て

も

し‘

で

す

。

詳

細

は

各

病

理

界

害

又

は

営

部

父

ま

す

。

又

最

後

u
湯

の

温

戊

と

時

間

を

淡

る

ど

奴

呆

セ

少

か

撥

芽

セ

害

す

る

虞

t

が

あ

る

か

ら

、

机

セ

汗

山

入

れ

る

し

む

る

ヵ

‘

又

は

秤

籾

寒

援

計

セ

以

て

絶

え

す

測

定

し

て

、

充

分

注

慈

セ

彿

1

1うれ
ば

な

り

ま

せ

ん

。

此

方

法

竹

渡

ぬ

こ

と

に

な

り

又

最

後

の

湯

の

温

度

セ

低

下

さ

せ

る

滋

れ

が

あ

る

か

ら

で

あ

り

（

三

，

四

升

に

止

め

ろ

）

及

最

後

に

迭

1
.
'
 

rヵ
.
.
 ‘↓
 

温

度

熊

氏

互

二

十

度

S

,

J

没

禎

時

間

の

五

分

は

厳

布

に

守

る

こ

で

あ

り

ま

す

。

筵

に

種

に

就

て

特

に

注

怠

す

時

、

菰

セ

用

ふ

る

が

、

其

内

に

入

れ

る

糀

籾

の

分

洪

を

多

く

さ

せ

ね

こ

と

豫
め
七
昨
問
冶
水
に
fN

ー

、

秤

の

内

部

に

あ

る

街

絲

セ

登

芽

ガ

け

て

冷

却

さ

せ

る

ジ

し

で

消

ギ

性

が

洟

む

の

で

あ

り

゜

せ

、

其

抵

抗

カ

セ

弱

く

さ

せ

る

岱

で

あ

り

ま

す

。

こ

れ

゜

_
 



’’'1  
I 

こ
な
り

,' 

一

_ 1 

a 品

． 
● 取

内

名

心受
性
品
種

（蕩
菓
積
）

寄

き――

先

—I~ 

年

叡

平

均

一`
中
2

率

．
 

一
uo
.-

最

少

被

字
＂率

プ

ー・‘

； 
空奉
● 9白 1 .99ー・ 9_,1

人
間
が
筒
性

射
に
弱
い
陀

私
北
（が
大
正
十

牧
穫
常
時
の
被

り
本
年
ま
で
、
毎
年
営
店
某
土
＂
で
栽
培

さ
れ
て
ゐ

る
第

一
期
作
の
蓬
莱
種
及
憂
濁
積
の
各
品
種
に
環
て

j！
し
た
も

が
あ
り

が
、
其
内
罹
酋
し
易
い
品
糀
を
掲
．．
 て
見
る
ど
左
ぅ
如
く
で

あ
り
ま
す
。

゜

て
或
＾

に
弱
い
恰
灯
を
持
つ
て
居
る
も

が
あ
る
と
同
様
に
、
柄

品
秤
又
は
系
統
に
よ
り

て
桁
イ
モ

一一一
素

因

0

こ
れ

で
も
牧
支
f
ひ
得
な

い
と
思

゜

杓

を
一
甲
歩
に
二
岡
撒
布
す
る

す
れ
ば
畜
其
薬
偵
四
拾
五
圃
七
拾
式
錢

又
本
田
。
虻
ィ

6
爪
拾
五
闘
~
Jな
h

゜

坪
償
二
升

点

裕

二
囮
撒
布
す
る

｝Jし
、

甲
歩
百
二
十
石
を
要
し
、
其
信
顧

柑
に
引
し
如
斯
代
用
で

t
殆
ざ
手
を
出
す
こ

~
J
が出
末
ま
せ
ん
。

チ
豫
防

と
し
て
六
斗
式
過
石
灰
，‘

J
V
ド
ー
qし

市
代
0
．撒
布
に
ー

日
と
見
て
、
播
糀
後

る
ゞ

い
ば
、
二
囮
撒
布
す
る
こ
と

に
な
る
。
其
槃
憤
参
圃
五
拾
七
錢
に
な
り
ま
す。

坪
嘗

一
升
と
見

、
本
田

一
甲
歩
分
の
苗
代
百
坪
に
撒
布
す
い
ば
一
石
を
妻
す
る
。
苗
代
日
敷
＿二
十

ン
石
鉛
，
五
倍
量
用
ひ
て
も
徴
酸
性
で
あ
り
且
薬
に
校
潤
し
な
い
。

用
ふ
る
と
虻
に
投
詞
す
る
け

し
ご
、
強
い

ア
ノ

カ
リ
性
に

r
ま
す
°

然
し
i烹

侶
め
る
様
な
こ
と
は
無
い
様
で
す
。
又
キ
ゲ

セ
川

4
)

1

,

 

し
'
i
」ゞ

、
菜
に
撤
布
す
る

又
拐
さ
i
て
致
果
ヽ
で
果
げ
得
な
い
。
五
倍
駐
セ

果
が
無

い
こ
と

に
な
り
、
又
後
に
飛
末
す
る
胞
子
を
殺
す
こ

と
も
出
末
な
い

如
（
で
あ
り

蛤

（
ど
＾
鼻

ー
石
鹸
）
四
十
匁

（疇
"
“

此
一
石

る
東
光
石
蛤
な

」ゞ
セ
用
ひ
ー
な
ら
安・
,

情
格
は
ぷ
品
叫
七
拍
入
餞
五
属
な
り
ま
す
。
此
勘
合
に
石
飴
代
が
大
部
分
セ
占
め
て
居
り
ま

｀
 

り
で
な
い
ヵ

と
い
ふ
人
も
あ
り
土
す
が
、
此
石
鹸
は
ア
炉
カ
リ
が
強
く
械
酸
銅
の
三
倍

が
、
蛋
漕
で
出
来

水

斗

石

玉
倍

ヽノ

硫
階
鉗

ノ
匁

入
匁
式
鉗
石

゜

石
灰
ギ
J
V
ド
ー
液
も
圃
じ
で

あ
り
ま
す。

用
し
て
奴
果
は
認
め
て
屈
り

が
絶
内
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

又
丙
tt
内
部
の
南
絲
の
全
部
ャ
ふ
5

こ
)J
が
出
末
な
い

砧
が
あ
る
0

然
し
撒
布
浚
水
分
が
蒸
敬
し
て
浜
度
が
強

ー；
る
か
ら
其
時
に
放
果
が
現
l
i
る
と
思
ひ
ま

。
＊
＾
際
苗
代
に
供

に
あ
る
胞
子
に
も
接

る
特
砧
が
あ
る
が
、
降
雨
に
遭
遇
す
れ
ば
落
ち
易
い
こ

と
ヽ
、
消
蒋
の
放
果
が
餘
り
顧
著
で
な
い
弱

lこ
ヵ ≫

る
鴬

に
ー
銅
石
蛤
液
が

附
著
群
なゞ
」

に
ー

か
ら
う

か
と
思
（

i
ま
す
0

此
艇
ー
葉
面
は
勿
論
、
隅
な
く
行
・ll一り
て
如
何
な
る
郷
分

で

ro

ヨ
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＾
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＂
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憂
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。
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れ
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あ
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あ
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↓
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を
試
み
た
。
其
鮎
米
、

ー小
毛
は
坊
主
よ
り

が
著
し
く
多

、
恨

n竹
、
苦
士
、
加
果
’
v
.f
酸

な
付
姑
が
多
く
、
坊
主
は
亦
毛
よ
り
祉
酸

ゐ
る
所
の
成
受
性

成
分

こ
逹

亦
毛
）
J
抵
抗
性
な
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坊
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界
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較
研
究

が
あ

。：
あ
り
ま
す
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で
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＆
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＂
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濶
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瓶
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＜
且
弱
く
な
る
か

雨
の
永
紺

り

゜

古
末
天
候
が
惑
け

0
・（
天
候
、
肥
料
、

⑭

天

候

ぱ
桁
イ
モ
ヂ
病
が

-
i
、

、・カ

っ

t

r
J
 

ベn
 

閃

殖
互
延
に
甚
だ
打
利
で
あ
り
、
殊
に
謀
雨
の
永
紺
き
は
沿
も
布
利
で
あ
る
と

る

い
ふ
て
屈
る
。
就
中
降
再
引
禎

く
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居

比
‘
戎
培
法
等
で

此
抵
抗
性
品
利
に
劃
す
る
内
容
研
究
ク竺早
く
進
め
て
防
除

が
左
に
此
各
項
に
就
て
遠
べ
て
見
ま
せ
う
。

用
し
て

欲
し
い

も
の
で
1

る
。

又
西
門
氏
ー
抵
抗
性
及
ば
受
性
の
多
く
）
品
i
n
に
就
て
、
水
索

ィ

ン
浜
度
の
測
定
セ
行
っ

た
が
、
四
四

H
繁
殖

定
の
傾
向
セ
示
9i

r



躙
セ

穫
に
至
る
期
間
の
集
象
が
影
響
が
大
で
な
ー
れ
ー
な
ら
な
い
0

故
に
之
セ

べ
て
見
る
と

此
虞
に
現
は
し
て
あ
る
被
打
率
は
i
t
イ

節
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あ
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榛
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多
り
れ
ば
、
・1
機
質
の
分
解
が
多
く
な
り
、
窄
索
分
が
ア
ソ

一
ア
船
に
な
っ
て
飛
散
す
る
も
の
も
あ
る
か

さ
る
べ

養
分
が
多
く
出
末
る

か

で
あ
り

゜

株
は
腐
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
刈
株
の
病
斑
の
糾
困
ー
完
全
に
保
布
さ

t
る
こ
と

、
土
頃
が
能
く
風
化
れ
て
、
和
に
吸
牧

更
に
進
ん
で
桁

た一に
閣
係
が
無
い
だ
ら
う
力
0

何
故
ヵ
と
い
ふ
と
、
其
期
間
乾
燥
す
る
と
、
刈

見
え
ま

°
然
し
こ
い
で

、
そ
れ
程

様

に

思
し
い
る
力
ら
未
↑
明
め
が

つ
か
な
い
。
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掲
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大
撥
生
を
見
る
に
至
っ

1
こ
と

多
く
和

イ
モ
チ
病
が
登
ル

多
少
被
害
の
多
力
る

セ
豫
―『"
し
て
J
T
i
1
0

れ
9

：
も
何
等

2
又
府
も
f

進
ん

¢

°

又
本
年
の
春
に
は
苗
代
及
本
田
初
期
に
於
て
例
年
よ
り

、
数
年
前
よ
り
柄

み
J豫
期

，
或
る
範
団
の
人
に
警
告

漬
安
肋
尼
布
点
等
を
施
し
↑
時

゜
ス
。

で

番
多
く
川
ひ
ら
れ
る
大
豆
粕
で
も
附
用
せ
ば
必
す
窄
索
分
が
他
の
成
分
に
比
し
著

ー
、
多
い
。
厄
民
は
人
糞
尿
や

ゞ

、
施
す
場
合
は
常

に
窄
索
分
セ
多
く
す
る
は
叱
11

通

る
。
こ
i
ー
獨
り
桁
q

に
限

ぷ血
凋
其
他
の
場
合
で
も
圃
じ

人
侭
｀
骨；

硫
陪
安
母
尼
亜
等

如
き
は
施
用
後
二
、

＿―-日

H
に
ぱ
致
果
雌
杓
で
あ
る
閾
係
ヵ

名
索
分
，
一
番
旧
値
あ
る
も

に
し
て
ー
炉
陪
や
加
里
は
桁

生
Y
i
に
ー
杵
し
い
外
観
的
失
逹
セ
皇
せ
す
、
窄
索
分
は
肌
著
に
現
は
れ
、
殊
に

息
ひ

゜

令
持
の
多
い
地
方
は
被
布
多

、
f
t
乏
人

い
地
方
は
比
校
的
被
中
り
が
少
か

1
こ
と
は
能
く
之
セ
陪
示
し
て
屈
る
と

徒
に
人
よ
り

も
我
れ
が
多
肥
し
て
多
（

ふ
り

立
て
~
？
し
て
末
1
0
で

。
今
年
。
一例
を
見
て
も

1
、
い
と
い

ひ

粁
セ
多
く
施

こ
と
に

r

に
ー
社
漑
糀
よ
り
肥
沃
な
土
地
を
選

ぺ
、
又
肥
料
も
多
く
施
さ
な

•>

) ヵ
a

其
f
r
i
格
は
約
四
割
高
で
あ

四
割
打
牧

た
。
又
一
般
に
沐
莱
f
ヤ
J作

↑
岱
・

ぅ
に
な
る

控
滉
貶
民

0
肥
料
を
多
く
施
さ
な
い
悧
＂

が
何
故

こ
此
数
年
間
に
過
剰
に
施
肥
一
1

今
迄
社
滸
秤
を
栽
秘
し
て
屈
た
殷
民
は
迂
米
利
セ
栽
拍
し
て
利
＾
生
の
多
い
こ
ゞ
J
セ
栢

ー
。
即

然

る
店

こ

も
(

1社
情
釉
と
J
p
l
じ
枯
0
牧
穫

、
猜
一
吊
利
盆
セ
褐
や
う
こ
し

て
肥

、0

↑
力

な
る
i
を
超
過
し
↑
も

は
惑
し
鮎
果
に
附
っ
て
え

0

卯
も
地
方
々
々
に
試
験
場
ヤ
設
け
適
品
を
指
定
す
る
必
妻
あ
る
所
以
に
も

此
内
地

）
例
ゞ
J
咲
沿
の
例
と
セ
到
照
し
て
見
て

其
地
方

r

適
枯
と

さ
れ
て
5

所
セ
守
る
．

c
筈
グi
も

そ

一ー、

殆
ざ
皆
甚

不
作

に
附
つ
て
ゐ
る
。

此
山
松
支
出
及
山
腸
支
場

施
肥
適
依
を
見
る

、
心主
索
二

ll匁
内
ト
ー。

し
、
大
正
十
二
年
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十
五
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第
一
期
作
中
村
秤
セ
以
て

の
肥
料
試
畷
厖
よ
り
得
↑
籾
に
就
て
調
査
し
て

合
は
却
て
撫
肥
凶
よ
り
少
く
な
り
、
且
又
女
米
の
大
さ
が
約
一
割
位
減
し
て
末
る
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瞭
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肥
悩
で
ー
」
徳
の
籾
の
粒
数
が
多
い
が
、

死
米
が
多

一
長

岳
0
大
さ
（屯

拉

0
0）

糾~”
 
さ

. 

g 
0 0 
o o_ 

`

J

 

--

主

米

＇） 

箭
肥
な
一

0
0
さ

10
0
•0 

t
る
）

O
・O
 

定

·•,~ 

死

米

`
3
1
1
 

ー

立

米

暢

想

れ

歎

（平
均
）

I 

肥

九七
七三五•. • -. n 
0ー_Q_一三- ---

四

又
此
圃
じ
材
粁

り
、
死
氷
）
J
古
米
及
↓
米
り
大
R

等
セ
測
定
し
て
見
た
に
左
及

抒
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二七ほ
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倍

厖

を
澗
t
t
し
て
見
↑

に
次

如

り

す。

私
は
人9
年
（
大
正
十
五
年
）
第
一
期
作
り
中
村
種
の
健
全
）
J
I
l
l
心
（
札
↑
株
か
ら
抜
穏

ぜヽ
し
て
無
肥
脳
）
J
多
肥
儡
と

た
も
の
も
多
，、
な
る

又
且
女
米
も
小
形
に
な
る
7
ぅ

窄
索
分
を
多
'
‘施
す
に
従

残
念
至
極
で
あ
る
。

で
あ

る。

て
罹
瓶
半
が
之
に
年
行
し
て
多
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四
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凸
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杢
・
四
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八
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九
五

九
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三
二
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の
割

九三
五．一．． 
七t

會ー― --I .̀.. 

七；＼
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n三

罹
病
籾
の
李

な
る

こ
と

は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
i
に
伴
ひ
秤
籾
の
罹
茄
し



肥

j
で
o
o
l
l
窄
索
分

ば

r'な
い
。
最
多
牧
砧

場
合
に
於
一

六
七

米
は
漸
用
す
る
。
青
米
も
漸
用
す
る
け
れ
ざ
も
二
倍
贔
施
肥
駈
以
上
は
漸
減
す
る
。
此
漸
滅
は
桁
イ
モ
チ
病
の
被
害
が
多
く
な

る
か
ら
穏
が
早
く
枯
れ
る
鴬
で
あ
る
°
然
し
燐
陪
分
を
多
く
し
て
も
大
し
ー
髪
化
が
な
く
、
且
燐
酸
二
倍
施
用
駈
の
女
米
は
却

此
事
官
か
ら
見
て
も
心
名
索
セ
多
く
施
用
．

‘‘,',' 
2

緑

（
 

肥
粁
に
閾
聯
し
て
此
虞
に
緑
肥

る
こ
と
一ー
れ
し
く

こ
）
J
セ
巾

大
さ
及
重
址
も
漸
減
し
、
而
し
て
死

元
姿
而
庇
管
内
で
|
]
般
に
紐
肥
セ
栽
培
し
な
い
。
所
が
本
年
屈
東
、
旗
山
方
面

に
、
鳳
山
、
高
雄
、
岡
山
方
面
は
比
較
的
被
t
"
少
く
濱
み
、
鳳
山
な
ざ
で
は
無
事
に
注
莱
糀
の
競
作
合
セ

る
。
卯
ち
或
部
分

も
む
も
あ
る
様
で
あ
る
0

様
肥
は
窄
索
厄
料
で
あ
る
か

、つ
、
施
肥
の
場
合
は
能
（
考

然
ら
ば
蛋
讚
各
地
で
毀
肥
は
何
れ
丈

1
鋤
込
よ
れ

て
柑
る
か
J
緑
肥
模
範
田
成
績
か
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エ
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、E
天

立六

常
七
百
匁
乃
至
一
打
入

6
匁
位
入
る
か

ら
、
こ

札
セ
考
廊
に
入
れ
て
も
t
じ
な

1
れ

し

葱
」
大
多
藪
は
適
見
を
超
過
し
、
二
倍
以
上

に
な
っ

て
居
る
の
も
あ
る
。
息

緑

過
剰
な
る
状
態

に
あ
る
場
所
が
所
々
に
あ
る
こ
）
J
が
判
る
。

り
、
他
の
地
方

此
表
を

見
る
~
J
、
平
均
併
に
於て
も
、

笠
東
貼
、

應
投
曲
の
如
き
に
様
肥
セ
施
し
ー
場
合
は
更
に
窄
素
セ
補
給
す
る

の
必
姿

東拾南表投巾竹圃北

靡會i
名

牧

七

収

緑

肥

牧

量

(

m

岱
）

＂
明
治
四
十

三
年

千
．

正

玉

年

あ
り
キ
6

o
 

如
く
で
．
 

内
に
入
れ
て
霞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

肥
セ
幾
何
枯
施
し
↑
こ
と
を
云
は

な
い
＼

よ
く

.‘
 
ヵ

も
力
に
し
緑
肥
セ
肥
料
の
内
に
考
へ
て
居
ら
な
い

私
は
尺
民
に
就
て
親
し
く
施
肥
杖
セ
聞
く
時
に
、
大
l

れ
粕
、

ユ
淡
、
過
燐
酸
石
灰
等
幾
何
枯
を
施
し
ー
こ
と
ー
い
ふ

が
、
緑

そ
こ

で
紐
肥
セ
栽
焙
す
れ
ば
、
何
故
桁
イ
モ

病
が
多
く
登
生
す
る
か

の
疑
間
が
起
き

て
末
ま
す
。

行
ひ
得
た
。
こ
れ
は
緑
肥
栽
培
と
闊
係
大
な
る
も
の
が

あ
る
ど
I
I
J心
ひ
ま

゜

ー
被
中
I
多
か
っ
た

に
級
肥
（青
皮
邑
栽
培
が
行
亙
つ
て
居
る

が
、

桁
イ
モ
チ
病
の
登
生
に
著
し
い
差
が
現

ー

i
て
居
ー
C

(

、
高
雄
州
で
あ
り
ま
し
↑
。
高
雄
州
管
内
で
元
阿
緞
幽
管
内
し
一
般

肥

て
杵
通
贔
施
用
厖
よ
り
も
大
形
と
な
る
。

な
ら

な
い
。
本
年
緑
肥
栽
培
し
て
ゐ
1

地
方
!
,
J
然
ら
ざ
る
地
方
~
J
で

い
結
果
を
末

こ
と

が
判
る
。

肥
粁
を
多
く
す
る
卯
ち
窒
素
分
を
多
く
施
す
に
従
ひ
女
米
の
割
合
は
漸
減
し
、
空
米

六
六
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染
北
．
第

一
期
作
．
i
廣
化

盆^
り
に
左

に
表
を
掲
げ
て
見
ま
せ
う
。

六
九

繰
肥
施
用
快
と
栢

モ

る。

之
な
西
町
匁

れ
ば
、
駁
趾
は
矢
張
肥
料
の
用
枯
に
落
し
ぎ
梱
係
を

1

K
川
．
I
平
年
七
割
以
上
り
彼
内
を
ぶ

、̀_‘
、
3

肥

、’,‘

見
変

し
こ

こ
＼`J
で
あ
る
。

こ
i
ー
専
門
卜
の
事
で
あ
る
力

C
布
描
専
門
家

、

時
々
大
登
生
ヤ
:
J
~
,
る
も
照
理
か

リ
こ
と
で
あ

る。

面
し
て
過
糾
液
石
灰
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加

へ
る
:
1
J
被
屯
I

ltJ．
か
J

な
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こ
と
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判
る

。
兎
に
仇
青
皮
豆

詣

千
斤
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施
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較
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沃
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皮
”

千
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ゞ
J
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哭
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方
に
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＂団
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ふ
ヵ
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）セ
施
川
し
ー
場
＾
11
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る。

八

纂

閉

Cコ

Cご》

七

同

固

，，ヽ

固

同

一
千
五
百
斤

一

千

斤

五

団

同

問

固

四

士
鴛
．
過
石
加
川`

千

斤

一

千

斤

径

具
二
千
斤

二

千

斤

r
.
E
9
3
 

1

1
"
・:
・
:
:ハ

二 ‘^= -: 
•一
I 

病ゞ
及
瞑
姦
と
の
関
係

-、
r

忌-‘。^O表^
゜

:I: 

加
川
．

胃

皮

豆

て弓

． ．、 ．
0 0 -ご•四
ー ゴしべ： • C —- - 2 ::...:: :;. 去

1

・・・
;

J
匹必^

-
‘
八
し
．i

癸
．^

r
:~・
1

天・
i-

＂が
0

E
-'工
っ石
一

豆
・一

0 1バ
⇔__:r.. 

八
E-

―| 一
一
土

重

加

川

皮

豆

三

干

斤

公

別

（
反

岱

）

成 ， 

魏

雌

記

五

玉

低

平

均

mllF”
 

＂； 

氏
故

青
皮
豆
施
用
饂
酎
詔
イ
モ
チ
病
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駐
成
績

社
而
州
は
私
共

設
計
に
よ
り
て
其
地
で
試
験
を
行

↑°

其
成
杭
の

一
部

ぜ
借
川
し
て
見

る
と

内
に
ー
窄
索
は
約

る
こ
）
J
に
な
る
。

チ
」
内
が
界
生
し
↑
0

又
或
年
に
ー
駁
鎚
が
大
登
生
し
ー
。
紐
肥
I

出
来

る
所

は
反
笠

二
千
斤
以
上
も
取
＇

る。

此
一云
＇斤

社
州
州
西
螺
地
方
は
宵
皮
i兄
ぜ
様
肥

）J

栽
培

る
地
方
で
あ
る
が
、
大
正
入
年
及
大
正
十
五
年
、
敷
百
甲
歩
に
桁
イ
モ

過
剰
な
る
分
セ
制
限
4

の
朕
態
セ
能
く
し
、
J
l
肥
料
）j
し
て
典

:
0

ヽ
も

の
で
あ
り
↓マ

ヵコ

、
終
肥
奨
拗
係

此
緑
肥
UJ
場
合
で

多
仕
す
れ
ば
必
す
祁
い
結
果
を
杢
―
か
ら
食
物
を
制
限
す
る

2で
あ
り↓

之
セ
制
限
し
↑
例
セ
聞
ヵ
な
い
0

人
間
で

梵
脊
分
を
埠
~
r
く
な
け
れ
ば
な
ら

こ
れ
か
ら
見
れ
ば
、
各
地
に
於
て
線
肥

゜

よ
く
出
末
る
虞
は
紐
肥
の
分
埜
セ
制
限
す
る
必
要
が
生
し
て
末
る
が
、
然
し
今
迄

こ
S,J
-
誰

る
こ
）
J
¥
其
個
の
絲
肥
秋
培
で
あ

る
篇
ご
。
絲
肥
は
桁
を
作
る
食
に
士
墳

過
剰
な
る
，
制
限

さ
せ
，
少
き
は
他
の
肥
料
一
ぜ
以
て
補
給
さ
せ
る
様
、
力

め
な
け
t
.

し
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＞
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mィ
モ
チ
痢
召
＂

手
は
＂
大
正
十
年
至
十

二
年
三
肉
年
平
均
，
瞑
贔
積
中
＂
字
は
大
正
十
二
年
の

湖
査
。

此

試

験

．に

供

用

し

t

る

品

積

，

規

廣

化

鰈

は

抵

抗

性

品

H
の

表

じ

見

ろ

如

く

桁

イ

モ

チ

病

に

福

t

J

雑

い

品

積

で

あ

ろ

。

右
表
で
見
る
~
J
、
何
れ
様
肥

『3

其
用
枯
、ぜ
増
加
る
に
従
っ
て
桁
イ
モ

チ

病
も
瞑
姪
被
中
1
李
t
培
加
す
る
こ
;
,
J
は
明

考
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如
き
場
合
は
夫
々
方
法
ク
ぜ
油

じ
て
、

ヽ
j
ぅ

施

肥

期

（
 

川
姑
）
J
桁
イ
モ
チ
一内
こ
劇

大
悦

こ））
を
述
ベ
ー

が
、
そ
れ
で
は
肥
料
は
何
時
施
し
ー
ら
最

フ
田
に
過
剖
な
肥
料
分

七

被
布
李
が

）、ょ、
0

f
l
 

）
出
る
平
り
水
が
小
泄
託
溝
に
注
入

i

た
0

t‘
液
柑
＂駈
戯
り

約
二
甲
歩
許
り

ー
殆
ざ
5

m

イ
モ
チ
病
に
罹
っ
た

こ
）
J
が
あ
る
。

又
先
年
新
竹
州
．
i
LI庄
で
、

箇
所
に
野
梢
に
し
て
屈
つ
た
が

、
そ
i
が
園
晒
に
な
り

、
そ
し

、

i
ヵ

9
.t：し

る
。

畜

4

i
又
畜
介
＂
ト
り
排
出

Jれ
る
汚
物
が
小
森

―-tt
が
札
る
場
合
に
、
水
川

‘

・

、

J

‘

ト

一

し

―
二
枚

n
烈
し
く
t
』
；
｀
る

な
ざ

が
礎
々
見
受

索
十
函
分

ゞ

J

°
之

、1

h

C
ぷ
ー
ィ

4

二
匁
9

)

な
る。

沿
水
中
に

0
●
l

卯
）
心
土
索
分
あ
り
、
坤
訓
の
水
で
百
倍

に
稀
秤
さ
れ
ー
）
）
す
る
）
J
‘
水
田
に

灌
訊
さ
い
る
場
合
の
水
中
に
ー
窄

今
似
り
に

計
ヰ
し
て
見
る
~
J.. 

作
空

邪

品
菜
＂
巫

ば
甲
岱
四
四
三
入
六
石

（澁
谷
氏
．ヤ
ょろ
）
即
ち
入

0
0
六
六

五
立
で
、

過
多
に
合
ん
で
J
l
i
^
g
ッ
｀
一
」ヽ
も
ぇ
詣
二

11匁
し
上
忍

菜
索
が
典

ら
い
ー
も
Q
)一思
は
れ
る
。

此
製
粕
所
よ
h
排
出

J
i
る
沿
水
ヤ
J
．介
析
し
た

を
見

い
が
、
今
期
の
朕
態
か
ら
見
い

ば
、
此
沿
水
中
に
ー
布
機
物
‘
i
P
J

無
に
附

J

O
 

い
場
所
(
I
I
I
成
あ
っ
ー
。
例

へ
ば
窄
索

―
ll七
6
匁
、
い
酸
五
r
i
匁
、
加
星
石
彗
一百
匁
を
施
し
た
水
川
で

c

へ
殆
ざ
牧
珠
悉

各

手

の
製
糖
所
よ
り
排
出
さ
れ
る
平り
水
は
約
八
十

mを
灌
況
す
る
坪
訓
に
注
加
さ
れ
る

が
、
本
年
の
如
き
は
被
貨
の
甚
し

其
後
と
雖
も
他

坤
訓
の
泄
説
に
よ
る
水
田

り
は
常
に
被
：
＇
が
多
い
。

し
て
大
正
元
年
頃
か
ら
行
イ
モ
チ
茄
の
被

店
駕

，

う
。
卯
ち
肥
料
セ
過
多
に
施

、ー、4

汚

＇ー、

更
に
姓
に
肥
料
に
劇
聯
＇

）

、
登
呑
分
を
合
む
湘
訊
水
ャ
珈
汎
し
た
場
合
、
桁
イ
モ
チ
瓶

を
通
る
坤
訓
に
注
が
i
‘
其
下
洸
は
褐
色
ャ
腎
ゲ
ー
f
玄
甚

田
は
肥
沃
と
な
り
、
遂
に
桁
イ
モ
チ
茄
を

誘

整

1
:'
J
 

:
:
,
.
;
'

,
 

'
,
 

例゚

げ
昴
東
の
製
柄
所
よ
り
排
出
さ
i
る
汚
水
は
、
其
測

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
泣
へ
血
封
な
の
は
役
柄
工
場
よ
り
排
出

さ
i
る
汚
水
を
灌
漑

る
こ
;
,
J
で
あ

る。

し
矛

忍

心

多
く
排
出

さ
i
、
若
し
そ
れ
が
坤
訓
に
注
が
i
る
場
合
は
其
灌
漑
屈

"5
水

製
糖
エ
出
が
大
き
け
i
i
大
き
、
"
t
、
9

^

j
 

ぶ
小
と
な
る
。
其
灌
漑
厄
耕
ー
約
五
口
箪
あ
る
が
、
其
結
果
と

て
ゐ
る
。
大
正
元
年
に
は
其
泄
漑
悩
I
”（
約
四
、
五
割
の
被
生
＂
を
受
け
た

e

被
土
1

を
受
く
る
こ
）
J
を
考
へ
な

水

泄

漑

こ
と
は
託
涜
上
に
も
病
鎚
平
り

上
に
も
不
利
な
こ
と
（
明
力
で

あ
る
。

西
螺
地
方
で
或
る
年
は
桁

イ
モ
チ
病

大
被
布
を
森
り
、
或
る
年
は
瞑
趾
の
大
被
因
翠｛ぶ
っ
た
理
由
は
判
明
す
る
で
あ
ら

此
表
に
よ
つ
て
も
、
肥
粁
セ
多

る
に
従
ひ
駁
蘊
も
桁
イ
モ
チ
紺
も
被
中
ぃ
半
が
多

な
る

こ
5
,
J
が
判
る
。

偏
考

1

.

I

 

病

懇

立
年
：
！
少
す
る
は
後
れ
穏
．いし

．
 

く
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囚
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収
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西
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心
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て

1＂ー、

‘ょ、
0

f
し

ヵ
ら
，
此
方
法
を
採
る
ー
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l

多
肥

は
何
故
罹
州
し
易
い

か

番
浜

菜
灯
た
も
り
S,J思
は
い
る。

9

牡
し
て
片

！
i
る。

卯
ち
全
依
IP」湛
n

)

J
し
て
一
囮

に
施

）J
手
敷
も
は
ぷ
け
、
被
布
李
も
最
も
少
な
く
，
牧
量
も
一
番
多
い

て
l

囮
に
施
し
た
場
合
も
、
被
字9
年
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肥
一
囮
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施
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し
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の
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も
被
布
李
少
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｀
阿
北
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分
施
し
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場
合
も
、
同
贔
を
追
肥
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し

な
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こ
と
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は
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叶
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ル
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す
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ら
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か
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罹
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病
に
佼
さ
i
る
こ

（四）

゜

七

七

又
は
場
合

頃
が
肥
え
過
ぎ
て
桁
イ
モ
チ

る

み
を
施
し

l
l
f
成
湛
巴
と
し
て

、
（
特
に
褒
作
の
際
に
残
さ
れ

1
肥
料
分
を
考
§
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地

,

"
i

O

従

っ
て
淡
作
希
惰
ふ
れ
に
（
其
期
間
土
地
セ
ロ
＾
借
し
て
居
る
の
で
あ
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咲
f
i
ヤ
）な
し

ゐ
る
。

こ

i
（
岡
山
軒ぶ
で
西
門
氏

）
行

試
唸

℃
も
圃
様
u

合
は
特
に
注
窯
を
要
＇
る。

、・
l̀ヘ

土

（
 

一年
山
眩
，
山
肋
地
j
j
こ
於
｝

大
正
十

じ

多

く
、
打
1
モ
チ
は
砂
土
に
多
い
と
し

大
登
生
）
『恥
鎌
に
は
必
イ
モ
チ
は
埴

＿．

懇

拍

で
の

ぶ

、
砂
土
で
は

ニ

・
――
―
吻
）
多
き
セ
ぷ
し
て
ゐ
る
。

を
示
し
て
ゐ
る
。
G
i
l
)
完
全
肥
粁
セ
施
し
た
場

1^1

に
、

壌

、
.‘
、

し
影
暉
け
が

な

し

カ

汽

排

水

を

し
な

い
以
）
四
倍
以
t
0
懲
・
年
な
ぷ
し
て
ぼ
。

故
に
砂
土
の
場

砂
土
で
は
排
水
灰
打
人

排
水
に
沈
（
岡

111
縣
で
西
門
氏
u
試
唸

L
の
ル
h

見
る
）
J
、
隕
士
及
旭
十
の
場
＾
＂
は
排
水
ル
行
ふ

桁
イ
モ
チ
瓶

登
生
に

特
に
被
•
り
多
い
傾
向
を
見
な
か

つ
f
o

ば

一
般

に
温
じ
く
が
高
い
か

ら
P

）
る
。

丸
芯
旧
の
所
々

に
堀
抜
井
戸
l
P
J
以
て
水
餡
祐
作

つ
て
ゐ
る
所
が
あ

る
が
、
今
囮
其
場
所
が

モ
チ
忙

u
務
生
Jp，多

か
r

)

-

)

 

（
内
地

に
例

が
a

1
・が
、
咲
汎
で
は
山
地
し
卜
に
は
問
灯
（
な
ら
リ
と
思
ふ
。

n,"J
r。

tノ

i

・

ヵヽ

拉
に
ー
再
び
遠

べ
な
い
。
又
冷
水
泄
祝
卯
ち
祁
水
切
水
等
）
様
な
比
牝
的
冷
た
い
水
セ
直
t
じ

'JJ
UI
に
椛
況

7

a

)
J
飯
い

イ

に
布
柏
ゎ
祐
m

4

J
な
い
が
も
佃
い
な
い
。

ー`、＊

灌

＇ー
、

灌
説
水
に
就
て
最
も
注
慈

J

-

)

 

（

9

[

ぃ
必
ぷ
ク
が
多

こ
し
は
肥
料

い
條

F
で
前
述
し
ー

漑

排

水 り
て
は
布
植
ヅ
可
否
が
あ
る
‘
こ
．）
．
フ
と
思
は
れ
る
。
卯
ち
何
n

)

11
血
利
で
も
悴
l

様

、

）
）
と
，り、

し

t

u

uク
し

゜
↑ざ
の
る

が
、
11
疋
等
u
條
件
））施
肥

u
多
少
と
の
糾
合
せ

）
結
呆
．
か
如
何
に
な
"rふ
”
、
こ
い
は
試
駿

鮎
米

分
寇
の
多
い
品
種
ぱ
一
株
三
十
本
以
上
に
も
な
る

が
、
分
健
）
少
い
も

，り
は
十
本
以
内
り
も
u

J

る
（
又
策

け

i
ば
か
，

な
い

ー・

、0

11J
ふ
ヽ

、っ

た
玲
、
且
ぱ
如
期
試
数
の

成
杭
ヤ
J符
な
い
か
ら
確
咤
＂

1
こ
)
J
が
出
虎

｀
と
が
、
幾
何
か

を
記
し
て
ゐ

る
°
然
し
何
品
種
か
明
ヵ

て
r
`
L
°
私
は
今
囮
謡
f
t
し
た
場
合
に
M

l

朕
態
i”

な
場
合
に
．
株
間
距
雌
の
節
れ
；
・程
被
布
多
く
、
又
株
間
距
離
が
圃
じ
場
介
9
、

叫
丈
け
異

八~

l
,'‘ 

U

一一、

r
心

栄
か
現
は
い
な

ー
場
合
セ
＂兄

一
株
の
背
歎
が
少
い
程
畜
破
心
＂
多
い
こ

と



゜
7
・
 

冗
々
大
薮
生
に
f

こ
：

は
穿
素
分

入
五

多
い
こ

、ヽ
に
起
囚

ll"”

へi

n
R
、
在
袋
、
石
灰
等
）
何
i
L
カ
・こ
施

i
1
1

ー
｀
力
1
-

ーし
合
に
注
惹
セ

る
場
合
が
多
い

力
ら
泣
初

tJら

れ

的
罹
り
劫

い
2

喘
を
も
m

こ
）J
1
肝
要

て
居
て
多
肥
に
よ
る
多
牧
ャ

r̀

、
設

P

旋
し
ー
り
：（
水
泄
涙
セ

適＇出

ル
」
渓
ら
i
様
に
す
る
こ

）
」
糸
H

1

社
を
誘
致
せ

む
る
所

密

が
分
が
多
く
な
h
豚
で
あ

1;“

本
川
で
考

へ
r

‘
／
いこ且
、
旧
秩
以
凋
）

天
骰
が
＂
炎
引
“
~
き
降
l
H、
施

開
．ぃ
は
土
地
柄
に
従

之
が
鋤
込
1
11

を
制
限
す
る
こ
:,iJ

し
て
祉
栄
セ
栽
焙
て
穿

中
11

を
及
は
し
て
行
く

lヽlノカ

゜

)i
で

わ

る

に
年
に
は
施
肥
枯
セ
制
炉

荀
代
て`
は
施
肥
セ
少 ーぎ
」
考
を
散
カ
ー
う

れ

ば
な
ら
1
い
。

あ
た

力
r

)

、
此
出

r
1

て
熊
叫
し
た
秤
礼
を
薄
播

に
し
1
良
い
無
柄

0

ぃベ

荀
盈
J柑
る
様
に

11め
な
！
れ
げ
1ら
な
ぃ

9

此
茄

ャ
誘
致
さ
せ

る＋
土薔

と
卜
11
f
 
る
出

り
て
軽
減
さ
せ

る
こ
と
が
出
末
る
。

)

1

を
以
て
如
何
様
で
も
左
右
し
得
ら
る
ヽ

旋
肥

い
こ
と
は
、
人
0
1

天
候
。匹
哀
こ
と
は
之
ャ
虔
換
し
て
良
い
天
侯
に

本
l
l
l
u
場
合
に
大
積
生
を
す
る

ょ
主
に
天
候
三
肥
料
と
に
よ
る
も

せ
る
こ
と
は
現
今
不
可
能
世
ら
ぶ
、
然
し
こ
i
に

る
萩
生
は
肥

割
る
撒
布
し
て
豫
防
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
又
夫
等

り
て
起
る
も

の
で
あ
る
。

最
初

丙
し
囚
猜
生
は
こ
れ
で
其
大
湛
分
セ
避
け
柑
ら
る
ヽ
が
第
二
期
作
背
代
で
は
銅
石
蛤
液
）
様
な
葉
面
を
投
潤
さ
せ
る
央

組
合
せ：―

な
ら
0
楼
力
め
な
け
れ
ば

r
'な
い。

こ
あ

る
か
C
一冒
殷
家
は
情
此
方
法
を
採
り
て
桁
イ
モ
チ
病
肉
を
殺
し
、

n分
の
岱

な
ら
す
、
御
互
に
迷
惑
に

消
品
に
は
冷
水
温
沿
•
反法
が
最
も
放
果
が
多
い
。
而
し
て
利
棟
ぱ
苗
代
に
桁
イ
モ

前

に
播
柿
す
る
ヵ
ら
消
蒋
は
立
味
を
な
さ
な
く
な
る
。

鋤
込
1
充
分
粘
敗
せ
し
め
る
こ
と
及
i
机

射
を
登
生
さ
せ
る
大
部
分
の
源

消
湘
セ
す
る
こ
ど

で
あ
る
。
但
北
部
地
方
の
第
二
期
作
背
代
で
は
第

一
期
作
牧
稜

瓶
仇
セ
避
け
る
お
に
i
第
一
に
追
年
す
る
も
ヵ
ャ
絶

Jヽ

な
け
i
L
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
刈
株
セ
苗
代
播
秤
前
に
水
I
D
に

等
に
細
心

注
慈
セ
撓

こ
と
が
必
姿
に
な
る
。

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
な
る
。
此
場
合
に
於
て
は
次
に
遠
ぺ
る
様
な
病
し
囚
セ
避
け
る
方
法
、
天
候
、
ナ

H‘
肥
粁

然
し
抵
抗
性
品
柾

、
品
竹
u

ふ
い
牧
枯
の
多
、
、
も
）
が
得
（
i
な
け
れ
ば
、

符
止
比
校
的
抵
抗
性
の
弱
い
も

る
。
且
又
斯

。：
あ
る
。

て

｀
餃
が
多
少
悲
く
と
も
、
又
旋
肥
セ
多
少
淡

も
殆
ざ
影

如
き

品
哨
~
J~
培
し
て
こ
・
乙、
初
め
て

施
肥
ャ
多
く
し
て
多
牧
セ
沼
み
柑
る

を
受
く
る
こ
）
J
な
く
、
安
全
に
牧
穫
を
米
げ
符
る

。｛

之
セ
避
り

る
お
に
は
、
第

に
抵
抗
性
"
1
種
を
選
び
栽
培
す
る
こ
と
一0.
、
こ
れ
を
栽
培

る
と
、
骰
介
け
内
が
多
く
什
在
し

い
l
．
土
頃
、
滴
杖
排
水
、
栽
培
法
）
不
適
の
時
等
に
特
に
被
打
が
多
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

る
が
｀
罹
り
易
い
品
利
を
栽
培
し
た
時
、
天
候
の
恐
い
時
、
施
肥

u
多

’

↓
~
惜
r疇
ー

'9E1
-
-
1・
墨

I ,. 
（ 

入
四
ー



昭

和

二

年

一

月

二

十

入

H
登

行

昭

和

二

年

二

月

二

十

五

H
印

刷

R
各
位
の
御
厚
志
拉
に
不
斯

る
。
之
れ
を
印
刷
に
附
す
る

に
際
し
謂
査
上

ば
な
ら
な
い

印

刷

所

江

里

日

商

會

印

刷

工

場

印

刷

人

憂
北
市
上
奎
府
町
三
丁
目
l

番
地

憂

北

市

本

町

l

丁

目

十

番

地

里

江

日

秀

何
ん
）
ミ
い
つ
て
も
桁
イ
モ
チ
病
を
避
け
る
に
は
第
l

に
択
杭
将
籍
の
遺
探
栽
培
は
肝
姿
で
あ
り
ま
す
。

便
包
肴
益
な
る
助
貢
セ
賜
は
っ
た
大
島
屈
業
部
仕
閣
下
及
糀
藪
科
農
藝
化
松
科

援
助
ど
研
究
に
よ
る
材
料
を
供
給
さ
れ
だ
黙
湛
き
、
末
田
平
七
酎
君
の
御
厚
情
と
を
深
謝
す

棗
碍
組
督
府
中
央
研
究
所

ー
常
然
で
あ
る
。
又
士
填
製
肥
粁
及
灌
排
水
の
注
怠
な
て
が
大
切
で
あ
る
。
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